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今年の夏も暑い。暑さだけではなく豪雨も酷い。今回は通例の暑中お見舞いで
はすまされない。まずは 7月の西日本大豪雨で被災された皆様にお見舞い申し上
げます。
暑さと関係はないだろうが，この夏は「発達障害」とされた人の「動機不明の

殺人」がネット上で騒がれている。無論，発達障害たる医学的根拠は何も示され
ていないのだが，「動機不明」即「発達障害」となるようである。夏の暑さのさ
なかの殺人で，しかも動機不明というと，カミュの『異邦人』を思い浮かべてし
まう。主人公のムルソーの殺人理由は「太陽のせい」であった。

1970 年代に刊行された(改訂版だと思う)，S. Arieti の編集による『American
Handbook of Psychiatry』(全 8巻)には，文学史上初めて BPDが主人公になった小
説は『異邦人』であると紹介されていた記憶がある。当時，米国では BPDが流
行り始めていたのだろう。今の日本なら，ムルソーを BPDという人はいなく，
誰もが発達障害というのではないだろうか。診断や概念はいつでも変わりうる。
さて，あまりの暑さからの横道連想は止めよう。本号の特集は，本誌には珍し

い作業療法である。上の BPDから発達障害へのような変化とは違うが，作業療
法についても見方は変化してきた。若い読者は作業療法は近年のものと思われる
かもしれないが，旧い精神科医は作業療法というと精神科病院でやっていた「院
外作業」を思い浮かべてしまう。病状は安定していても退院できない社会的入院
の患者さんが近隣の小さな町工場などに作業に行くのである。少人数ではあった
が，どの患者さんも院内ではみられない微笑みを浮かべていた。その明るさと「先
生，行って来まーす」という朝の挨拶が 40数年経った耳にまだ残っている。一
日の診療を終えて当直室の畳の上に寝転がっていると，突然窓が開き，「先生，
ただいまー」と大きな声で帰院の挨拶をされてびっくりしたこともある。
しかし，院外作業は「院外」というだけに，居るのは病院なのである。すなわ

ち入院していること＝退院できないことを前提にしていたのである。これが近年
は様変わりし，まさに本号に書かれているように，さまざまな場所で，多様な患
者さんに，細やかに工夫されて行われていることが分かる。
特に大学病院にいる精神科医は作業療法についてはほとんど知らないと思われ

るし，また関心も薄いのではないだろうか。昨今，復職プログラムが盛んになっ
てきているが，これにも作業療法がかかわっている。今や，精神科の治療に作業
療法は欠かせないものになっているのである。
これからの精神科医療では，診断→治療→ターゲットにした病状の消失→損な

われていた社会参加機能の回復，という連続体で診ていかないといけない。本号
の特集がその一助になることを願っている。 (M.I.)

編集後記

■ 編集委員
粟田 主一
福田 正人
飯森眞喜雄
井上 猛
金生由紀子
鈴木 道雄
内山 真
(ABC順)

■ 編集協力委員
赤崎 安昭
上村 直人
松尾 幸治
松崎 朝樹
三浦 智史
根本 清貴
小川 朝生
(ABC順)

©
IG
A
K
U
-
S
H
O
IN

L
td
,
2
0
18

2026/09/21 22:31:37




